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授業情報表⽰

講義コード 11547004

授業科目名 コアセミナー

講義題目

授業科目区分 コアセミナー

開講年度 2011

開講学期 前期 

曜⽇時限 ⽉4 

必修選択

単位数 2.0

担当教員 久保 智之

対象学部等 ⽂学部

対象学年 学部1年 

開講地区 箱崎地区

履修条件 特になし。

授業概要

⽂学部では、哲学・歴史学・⽂学・⼈間科学の各コースに分かれる多様な専門分

野が、有機的に結びついた集合体として⼈⽂学を形成している。コアセミナーで

は、⽂学部のこのような特性を活かし、各コースから選出された４名の教員が少

⼈数のクラス指導を⾏う。本セミナーを通じて新⼊⽣はいち早く⽂学部の学問的

環境に慣れ親しみ、かつ本学部⽣としての⾃覚をもつことが可能となる。

全体の教育目標

教員と学⽣との間で具体的なテーマを発掘し、多角的な視点から設定されたテー

マについて思索・調査・分析し、発表していく⼒を養うことを学習の目標として

いる。

個別の学習目標

⽂学部では⾼年次教育の過程で、内外の古今東⻄にわたる⽂献や資料を渉猟する

能⼒が求められる。このため学⽣は、本セミナーによって、⽂学部の授業の⼊門

編として、最も信頼性と学術性の⾼い辞書や参考⽂献の利⽤法になどについて習

熟する。学⽣は、本セミナーに積極的に参加すれことで、⼈⽂学の研究に必要と

される基礎的な能⼒を⾝につけることを目標とする。

授業計画

授業の進⾏は、クラスによって若⼲の同異があるが、基本的なスケジュールは以

下のとおりである。 

初回のオリエンテーションで、コアセミナーの趣旨説明、教員と学⽣の⾃⼰紹介

等を⾏った後、セミナーを通して⾏われる演習の内容等について説明する。 

第２回以降は各クラスの４名の教員が個別にセミナーを担当する。この間、中央

図書館の⾒学ほか、必要に応じて学内施設の実地⾒学等を実施する。

キーワード

授業の進め⽅

テキスト 授業中に適宜指⽰する。

参考書 授業中に適宜指⽰する。

学習相談 クラス担当教員が授業中に実施する。

試験／成績評価

の⽅法等

平常点と出席点を重視する。配分は平常点を40点、出席点を60点とする。

その他 クラスは出席番号順に振り分け、別途掲⽰する。
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法律実務家（弁護士・裁判官・検察官）
らと共に「生きた法」を学ぼう。

模擬裁判を経験して
（当日のアンケートより）

　九州大学法学部の教員と学生からなる『九州大学法政学会』
では、毎年、弁護士・裁判官・検察官を講師として招いて、「ロー・
アンド・プラクティス・セミナー（略称LPセミナー）」を開催してい
ます。プラクティスとは、法の実践を意味する言葉ですが、学生の
皆さんにとっては、現役の法律実務家の実体験に基づいた講義
を聴き、「生きた法」を学ぶ絶好の機会と言うことができます。LP
セミナーは、1年次の前期に10回行われますので、法学入門の意
義を兼ね備えてます。また、このセミナーは、20年あまりの実績
をもち、他の大学にはない九大独自の試みとして、高く評価され
ています。
　その締めくくりとして、法律実務家と、手造りの模擬裁判とい
う企画も準備しています。
　学生の皆さんは、このプロジェクトに参加することによって、
法の実際の運用や法律家の仕事の面白さに触れることができま
す。また、将来、法科大学院への進学を考えている学生にとっても、
主体的な参加を通じて有益な示唆が得られることと思います。

●今日の模擬裁判を経験して感じたのは「裁判」というものの
難しさであった。模擬裁判の準備がはじまってからというも
の資料を何度も読み返し、証拠と向かい合う日々が始まった。
同じ被告グループのメンバーと何度も話し合いをしたことで
グループの人とも仲良くなれたし、法学の勉強になった。当日
は自分たちが準備していても緊張してうまく伝えることがで
きなかった点もあった。相手の主張にも「え、そういう主張で
きたか。」と感じることもあり驚きの連続だった。だが今回の
模擬裁判は法学を学ぶ上ですごく良い経験になった。

●７月から始動し、何回かの話し合いを行なう中、反対尋問の
内容を構築していった。模擬裁判を行う事自体が初めてで、試
行錯誤だったが、弁護士の先生からアドバイスを頂き、自分た
ちでシナリオを考えて、裁判を行うことを楽しむことができ
た。最終弁論の内容や相手方への反論等、準備が足りなかっ
た事に後悔を感じるが、この経験はとても今後に役立つもの
であると思う。
●原告側の最終弁論を担当した。途中で詰まるなど悪い部分も
出たが、裁判官や他の人々に伝わりやすいよう努め、また即
興で挟んだ例で共感を呼ぶことができ、担当弁護士の先生に
褒めて頂けたことは自信にもつながった。将来、法曹関係の
仕事に就くかどうかはまだ分からないけれども、失敗を恐れ
ず堂々と臨む姿勢を学ぶことができ、このことは今後の生活
にも大いに役立つと思う。半年間このセミナーを受講するこ
とができてよかった。
●自分で裁判官をやってみて、いかに大変な仕事であるかがよ
く分かりました。資料の読み込みや、情報、争点の整理はとて
も大変でした。しかし、それにもまして大変なのが、双方それ
ぞれの言い分がある事柄に決着をつけることでした。裁判官
という職の大変さ、重さを学ぶことができたものと思います。
今後の進路において必ずや役に立つだろう、かけがえのない
経験でした。

LPセミナー
（ロー・アンド・プラクティス・セミナー）

●2011年度講義
講義題目

オリエンテーション 教員

弁護士

検察官（福岡地方検察庁）

裁判官（福岡地方裁判所）

検察官（福岡地方検察庁）

裁判官（福岡地方裁判所）

弁護士

弁護士

裁判官

弁護士・教員模擬裁判（予定）

内　容 担当者

刑　法

司法入門

民　法

犯 罪 論

犯 罪 論

民 事 手 続

刑 事 手 続

刑 事 訴 訟

家 族 法

契 約 法

不法行為法

民 事 裁 判
26
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